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国内の木材需要量のうち，現在は製材用材が約 4 割を占める。新築住宅着工戸数は 1973 年をピー
クに減少しており，金属・プラスチックなど木材以外の建材の普及もあって，2012 年の製材需要量
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さしい新森林業の形成」）を策定し，2005 年 7 月に内閣府から認定を受けた。これを背景に，2006
年 1 月には日南町の森林所有者が中心となり LVL（単板積層材）製造メーカーを日南町内に設立し
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鳥取県における木材生産について，素材生産量は 2000-2005 年を底に近年は増加傾向で，2005 年
の 125,000 m3 が 2013 年には 230,000 m3 と 1.7 倍に増加した（図 1）。県内各森林組合の中では日南
町森林組合の生産量が最も多く約 90,000 m3， A組合約 32,000m3，B組合約 30,000 m3，C組合約 10,000 
m3，D 組合約 10,000 m3，E 組合約 6,000 m3 などとなっている。鳥取県全体の素材生産量のうち，現
在は約４割が日南町から生産されていることになる。 
鳥取県の素材生産量増加分のうち，製材用（集成材用を含む）の素材生産量は増加しておらず，
増加したのは主に合板用途である（図 1）。2012 年には素材生産量の 51 % が製材用として使われて
いるが，合板用，チップ用がそれぞれ 24 % となった（図 1）。ヒアリングによれば，鳥取県では，
2021 年を目途に素材生産量を 380,000 m3 まで増やす方針とのことであった。 
 
図 1 鳥取県の素材生産量と用途の推移（平成 25 年度鳥取県林業統計（鳥取県 2013）を基に作図） 
 
図 2 鳥取県の素材生産量，需要量と自給率の推移（平成 25 年度鳥取県林業統計（鳥取県 2013）を基に作図） 
図1 鳥取県素材生産量の推移（用途別積み上げ）
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図 3 鳥取県内の主な木材加工施設の分布(白抜きは計画中のもの) 
 
鳥取県内の素材需要量は近年増加傾向（図 2）だが，生産量に対する県内自給率は 2012 年は 29 %
で，県内の素材需要を満たせていない。2012 年の鳥取県内の木材需要内訳は，製材用が約 75,000 m3，
チップ用が 56,000 m3 に対して合板用が 580,000 m3 とずば抜けて多い（鳥取県 2013）。 
鳥取県内の合板，集成材，LVL の大規模加工施設は，境港市や南部町，日南町などいずれも西部
に立地している（図 3）。製材所は東部に多く，例えば JAS 認定工場から出荷される製材量は東部






る。実際に日南町の素材生産量は近年増加傾向であり，2008 年から 2013 年までの 6 年間で 52,800 m3
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は 2008 年の 31 % から 2013 年の 39 % へと，緩やかに増加傾向である（鳥取県 2013）。 
日南町産材は伐採後に山土場から町内の木材団地に集められ，仕分けされてそれぞれの事業体に
直接卸されている。ヒアリング調査によるとその割合は，2013 年の素材生産量約 90,000 m3 のうち， 
LVL 製造に約 35,000 m3，原木市場に約 45,000 m3，木材チップ加工に約 10,000 m3 の割合であった。
原木市場では月 2 回，市が開かれており，県内，近県の業者が買い付けに来る。原木市場が扱って
いる原木のうち約 90 % が日南町産材で，日南町での素材生産量増加にともない，原木市場の取扱
量は増加傾向とのことであった。取引のうち約 80～90 % がスギ，残りの 10～20 % がヒノキであ





構造材・造作材に使用される。日南町では，2008 年 4 月から LVL 製造がはじまり，現在は 70 名を
超える従業員が雇用されている。日南町産材（約 9 割）を原材料にして，LVL が生産されており，








プラン」に沿って集落単位での森林整備に重点を置き，2012 年には管内で 3,200 ha，52 の森林経営 
 
図 5 鳥取県東部 A 組合の素材生産量と用途の推移 
（平成 25 年度鳥取県林業統計（鳥取県 2013）と，組合からのヒアリング結果を基に作図） 
 
地域学論集 第 12 巻第１号(2015) 
 
図 3 鳥取県内の主な木材加工施設の分布(白抜きは計画中のもの) 
 
鳥取県内の素材需要量は近年増加傾向（図 2）だが，生産量に対する県内自給率は 2012 年は 29 %
で，県内の素材需要を満たせていない。2012 年の鳥取県内の木材需要内訳は，製材用が約 75,000 m3，
チップ用が 56,000 m3 に対して合板用が 580,000 m3 とずば抜けて多い（鳥取県 2013）。 
鳥取県内の合板，集成材，LVL の大規模加工施設は，境港市や南部町，日南町などいずれも西部
に立地している（図 3）。製材所は東部に多く，例えば JAS 認定工場から出荷される製材量は東部






る。実際に日南町の素材生産量は近年増加傾向であり，2008 年から 2013 年までの 6 年間で 52,800 m3






















生産量 製材用 合板用 チップ用 
184 地　域　学　論　集						第 12 巻						第	１	号（2015）	地域学論集 2 巻第１号(2015) 
計画（以下，経営計画）を策定した。素材生産量は 2007 年には 600 m3 にすぎなかったが，その後
急増し，2013 年には 32,000 m3 へと急速に増加した。さらに 2014 年の生産量は 40,000 m3 に達する
見込みである（図 5）。地元の林業事業体育成，森林プランナーの充実，週間実績の徹底管理などに
より，施業の集約化・効率化，生産量の拡大を行っている。 
A 組合では，生産量の 2 割を占める A 材（良質材，角材のとれる真っ直ぐなもの）は，製材用材
として原木市場に卸されている（図 5）。全体の 7 割を占める B 材（並材，A 材に劣るが利用可能な
もの）は合板用として，境港の加工工場向けに出荷されている。原木市場に出荷された A 材の最終
用途は追跡できないが，最終的には多くが合板になっている可能性がある，とのお話もうかがった。







えていることが特徴といえる。しかし鳥取県内の木材自給率は 30 % 弱にとどまっており（鳥取県
2013），県外からの素材流入量が 110,000 m3 にのぼっている（伊藤・小菅 2014）実態から，素材生
産が増加しても，需要側にはそれを引き受ける余裕がある状況である。また，八頭町内での木材チ
ップ工場建設や，鳥取市での木質バイオマス発電所の計画（図 3）など，鳥取県内でも現在，木質
バイオマスの利用増加に関連する動きが活発化している。例えば 2015 年 3 月に稼働した境港市の大








良質材である A 材の生産が多く，製材用が 81 % を占めて従来型製材産地としての地位を保ってい
るが，大規模合板工場，LVL 工場が立地する鳥取県・島根県では近年，合板用の素材生産量が増加
しているのがその例である。合板，LVL や製紙工場が求める木材は良質材である A 材ではなく，並
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例えば，構造材の全てと造作材の一部に LVL を使用して個人住宅を建てれば，一棟につき約 15～
20 m3 の LVL 使用が見込める。まとまった数量を扱うハウスメーカーとの取引ができれば，販路拡
大と安定的な出荷が期待できる。大手の業者と取引を行うには，LVL の現在の生産量と規格では不
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